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研究成果の概要（和文）：  
 山古志地区は、2004 年 10 月 23 日に突然襲ってきた新潟県中越地震で、一瞬のうちに、一

部を除き、住宅の全壊、道路と田畑、山の崩壊など、これまで築かれてきた生活環境が完全に

破壊された。地震後、行政措置として「全村避難」が決断された。避難所に引き続き、仮設住

宅は、それまで維持してきたコミュニティを考慮した配置構成がなされ、それを暮らしの場と

した被災生活が 3 年間続いていた。その間、「皆で山古志へ帰ろう」というキャッチフレーズ、

いわゆる「帰村」をめぐって、集落移転、宅地と墓地の再編、住宅と墓の再建、水利と棚田の

復旧活動などが展開されてきた。 
本研究では、人びとの暮らしや生きる知恵などを研究対象としてきた民俗学のこれまでの視

点や方法を用いながら、現代社会という時間軸において、山古志地区の住民が災害に対して、

いかに適応し対応し、そして、さまざまな葛藤する問題の中でいかに生活の再建に向かって取

り組んできたのか、その実態の把握、記録、考察を行なった。「帰村」をめぐる復旧、復興活動

を、いずれも生活再建、社会組織の再編過程そのものとして捉えた。 
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１．研究開始当初の背景 

2005 年 10 月 23 日に起きた新潟中越地震

では、新潟県中越を中心とした地域が大きな

被害を覆われた。中越地域の中山間部に位置

する長岡市旧山古志村 14 集落は、一部を除

き、これまで築かれてきた生活環境が完全に
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破壊された。 
国と県と長岡市の支援により、ライフライ

ンは復旧の途上にあるなかで、地震後当初、

村は「皆で山古志へ帰ろう」を目指した村の

復興プランの村落理念を掲げたが、一方、

個々のムラ人は、震災を契機に過疎化が深刻

な山古志へ「帰村」か「村外移転」かという

自己意識による選択の現実に直面していた。 
「帰村」の一連事業、すなわち集落移転、

宅地と墓地の再編、住宅と墓の再建、水利と

棚田の復旧は、どれも生活再建、社会組織の

再編の実態そのものであると認識した。その

一方、地域コミュニティを継承した仮設住宅

の配分、震災支援活動を続けるボランティア

センターをはじめとする支援団体、マスメデ

ィアとの関わりのなかで、仮設住宅の生活形

成がされるにつれ、新たなコミュニティも発

生していた。これらの現実の社会過程におい

て、平常時に見られない村落社会、家・家族

と個人の相互作用する実態が浮き彫りにな

っていたという現実が本研究の背景にある

ものである。 
 
２．研究の目的 
全体的に中越地震という突発的で非常に

大きな破壊力を持つ出来事による生活環境

の完全破壊と、その後の生活再建、村落社会

の再編を、生きる民俗全体の中で捉えること

をめざすと同時に、従来の日本民俗学が主に

対象としてきた日本の村落社会に見られる

持続静態的な側面に対して、このような大型

地震による災害避難、仮設、復興という実態

を、「皆で山古志へ帰ろう」という村落社会

の再編成における現実の社会過程とし、日本

の村落社会の民俗を理論的に再検討し、その

特質を明らかにすること目的とした。 
具体的に、一つは村落社会の共同性の問題、 

すなわち家を媒介しない個人、あるいは村外

に展開する不定型の関係性、第三の共同性の

あり方について、地震後の山古志への「帰村」

という実態から実証すること。もう一つは

家・親族・家族のネットワークを動態的に捉

えようとすることである。 

３．研究の方法 
本研究では、人びとの暮らしや生きる知恵

などを研究対象としてきた民俗学のこれま

での視点や方法を用いながら、現代社会とい

う時間軸において、山古志地域の住民が災害

に対して、いかに適応し対応し、そして、様々

な葛藤する問題の中で生活の再建に向かっ

て取り組んできたのか、その実態の把握と考

察することを目的とした。言い換えれば、「帰

村」をめぐる復旧、復興活動を、いずれも生

活再建、社会組織の再編過程そのものとして

捉えた。 
本研究は、研究代表者が被災者の支援とい

う形のなかで、地元の人びとの信頼を得、住

民との関わりをもつようになったところか

ら始まったものである。そのなかで、震災と

いう非常時に置かれながら、人びとの取り組

んできた日常的な実践と接するなかで、一方

的な被災者意識を喚起したマスコミ報道な

どに大きな疑問を感じたのである。災害とい

う現実に向かって、人びとがこれまでの暮ら

しのなかで蓄積してきた生きる知恵や方法

などを活かし、様々な問題に立ち向かって、

実践していく姿が見られたのである。被災地

では、地域の現実的な理解に目を向けながら、

柔軟に対応していく姿勢が求められてきた。

現場において参与観察だけでなく、体験者と

して人びとと交わりを持ちながら研究を進

めることが、民俗学における応用的な実践と

認識した。 
 本研究期間では、おもに二つのことに絞っ

て実態を明らかにした。一つは、山古志地域

のこれまでの民俗生活文化の特色を明らか

にすること。もう一つは、「全村避難」した

後、3 年間にわたる仮設住宅での生活実態を

究明することである。これらは、本「帰村」

研究に関する二つの大きな枠組みとして考

えた。なお、後者の場合は、特に、山古志応

急仮設住宅の各種事業に密接に関わりを持

った山古志ボランティアセンターの日常の

活動を追いながら、仮設住宅を場とした 3 年

間にわたって地域の住民の日常的な活動や

生活の再生の営みの実態に関する聞き取り



 

 

調査を実施した。 
 
４．研究成果 

新潟県中越地震後、全村避難した山古志地

域を中心に、これまで主に住宅の全壊、道路

の崩壊など被害の甚大な 6 集落（19 年 4 月 1
日まで避難指示がされていた油夫、梶金、木

籠、大久保、池谷、楢木）の 3 年間にわたる

仮設住宅での生活実態を対象に、行政などの

対応にも注目しながら、仮設住民の日ごろの

震災復旧、復興活動に直接に日常的にかかわ

りを持ちつつフィールドワークを実施しつ

づけてきた。仮設住宅での生活を送る山古志

地域の人々は、「皆で山古志へ帰ろう」とい

う震災直後の旧山古志村長による呼びかけ

のもとで、完全破壊された山古志という体験

と記憶を呼び戻しながら、震災という非常な

生活状況から日常の生活再建を行ってきた。

本研究では、その過程を、民俗学の方法を用

いて、詳細な記録を行うことによって以下の

ことを明らかにすることができた。 
一つは、それまで蓄積されてきた地域の人

間関係を生かした仮設住宅の配置への行政

側の対応のもとで、それまで維持されてきた

コミュニティが大きな役割を果たしたこと

である。山村の民俗文化の力により、震災に

よる不安から癒しを得、非常時という状況か

ら徐々に日常の生活リズムを取り戻してい

くことを明らかにした。具体的にいえば、山

の暮らしで蓄積されてきた生活技術と知恵、

人々の生きる営みが震災後立ち上がるため

の原動力となっていることが分かった。 
二つ目は、3 年間にわたる仮設住宅の生活

において、人々は破壊された「山古志」とい

う体験と記憶を取り戻し、生業や人間関係も

含めてその生活全体を回復するなかで、仮設

住宅を場として「山古志村」という想像され

た生活の時空間を創出したことである。この

仮設住宅においての「山古志村」という生活

時空間の創出は、非常状況から日常生活を取

り戻す過程であると位置づけられると同時

に、ボランティアをはじめとする個人や団体、

震災応援活動が契機となる外部とのつなが

りや結びつきを築き、新たなコミュニティを

創出してきた過程でもあり、自己のアイデン

ティティの再構築の過程でもあったことを

明らかにした。 
一方、この仮設住宅での 3 年間は、個々の

人々にとっては、個人の意思による「帰村」

するか、「離村」するかの選択を決断する葛

藤の日々でもあった。本研究でおもに対象と

する 6 集落に限って言えば、その帰村意向は、

震災時の 93％、平成 17 年 10 月の 71％、震

災から 1年 4か月後の平成 18年 2月の 65％、

そして、2年 4か月後の調査では 82世帯 52％
になっており減少傾向にあった。3 年が経過

し仮設住宅を全員が退去した平成 20 年 1 月

時点では、帰村したのは 80 世帯 51％に過ぎ

なかったのである。このように個人の帰村意

思が固められる中、個々の集落再建と再生が

仮設住宅入居すぐの最優先課題として取り

組まれてきた。合併後長岡市の復興計画で特

定地区と位置付けられたこの 6集落の再生に

ついては、各集落の意思を尊重しながら、平

成 17 年 9 月に、6 集落のうち 4 集落は現在

地での再建を目指し、土砂崩れダムによって

水没した木籠・楢木の 2 集落については、近

隣に移転して新しい集落を作るという基本

方針が定められた。 
三つ目としては、こうした民俗社会におい

ての「個人」の役割について注目し、災害発

生後の集落再生、コミュニティの創出という

現実の中で考察した結果、震災後再び中山間

地の山古志へ帰る、すなわち「帰村」という

過程のなかで、集落の中心的な人物（震災後

連続して任期をもつ区長）が大きな役割を果

たし、この時期における区長の意志がその後

の集落再生に大きく反映していることを明

らかにした。 
さらに、本研究において、山古志災害ボラ

ンティアセンターの活動軌跡を追い、それを

中越地震後、避難、仮設住宅、そして復旧、

復興をめぐる地域における人びとの諸活動

の実態の一側面として把握し、震災後の活動

日誌を資料化させた。また、震災後の生活再

生はそれまでのコミュニティを継承した仮



 

 

設住宅での生活形成から始まったこととそ

の意義について検討した。 
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